
　　　　

令和７ 年 1 月 17 日

10 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
季節の年中行事に合わせたプログラムを毎月実施します。（そとあそび・運動あそび・リズムあそび・制作あそび・クッキング・おやつづくり等）
1月 昔あそび・2月 節分・3月 ひな祭り・4月 お花見・5月 こいのぼり製作、スポーツ大会・6月 梅雨の制作、室内あそび・7月 七夕、外あそび・8月 夏祭り・9月 お月見
10月 ハロウィンパーティー・11月 音あそび、秋の制作・12月 クリスマス会　等

家族支援
・利用者ごとに年に２回以上定期的に面談を実施しています。その他、必要に
応じて個別の相談受付を行っています。
・家族で参加できるイベント、法人キャンプ事業への案内等を行っています。

移行支援
・「あそび」を通してたくさんの人と共感し、子どもたちの主体性と個性
を尊重し、様々な場面において可能な限り自己決定できるよう将来を見据
えた支援を行っていきます。

地域支援・地域連携
・学校等とのコミュニケーションをはじめ、各種関係機関との連携会議等に定
期的に参加し、情報収集・役割分担について協議します。
・各関係機関からの情報に基づき、具体的な場面での支援を行います。

職員の質の向上
・職員のまなぶ姿勢を尊重し、外部研修への積極的な参加を推奨していま
す。
・定期的に、事業所内研修、法人職員研修を行っています。

支　援　内　容

・健康な心と体づくりを促進し、安全で健やかな生活を自らつくり出す力を育てます。
・基本的生活習慣・生活していくためのスキルの習得を目指します。

・姿勢保持、体力向上、筋力の維持強化を目的とし、自然の中で体を存分に動かせる活動を設定します。
・感覚の特性（過敏や鈍麻）を踏まえ、感覚の偏りに対する環境調節を行います。

本
人
支
援

・空間、時間、数などの概念形成の習得を目指します。
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの困難性から生じる行動障害を、場面に応じた適切な行動へ変換できる知恵や方法を身に付けられるよう援助します。

・体験活動と言葉の意味を結び付け、体系的な言語の獲得と自発的な発語を促します。
・身振り手振り、ハンドサイン等を用いた、環境の理解と意思伝達の手段を身に付けられるよう支援します。

・自分と他者との関係を意識し、身近な人と信頼関係を築きながら、周囲の人との安定した関係を形成できる基盤をつくります。
・集団に参加するためのルールや手順などを知ろうとし、自分の役割や社会の中での居場所を見つけるための力をつけられるよう、支援を行います。

支援方針

「カラダを動かして、ココロも元気！安心して自分らしく過ごす場所」
興味をもって楽しんであそぶことで、子どもたちは発達していきます。「あそび」「体験」「経験」の中で「できた！」「やった！」という成功体験を積み重ね、自信をつけながら、スキ
ルのレパートリーを増やしたり、子どもたちが自分のチカラを精一杯使ってできるあそびや活動をみつけていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 『効率を優先する結果重視の社会』から『過程を大切にし評価される社会』へのイノベーションです。

事業所名 放課後等デイサービスGreenWood 作成日支援プログラム


